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四
国
ブ
ロ
ッ
ク
副
会
長

（

）

松

尾

博

規

5
9

理k

現
在
、
仕
事
の
関
係
な
ど
か
ら

月
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
上
京
す

る
機
会
が
あ
り
、
学
生
時
代
を
思

い
出
し
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
の
中
か
ら
理

大
の
雄
姿
を
眺
め
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
雄
姿
か
ら
母
校
が
建

学
の
精
神
を
貫
き
な
が
ら
大
胆
で

斬
新
な
取
組
み
を
着
実
に
展
開
し

科
学
技
術
の
発
展
に
寄
与
し
続
け

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
そ
れ
ら

を
国
内
外
の
様
々
な
機
関
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い

出
し
て
は
、
嬉
し
く
懐
か
し
い
気

持
ち
で
胸
一
杯
に
な
る
の
で
す
。

さ
て
、
現
在
は
少
子
高
齢
化
社

会
の
到
来
を
迎
え
、
教
育
の
世
界

も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
教

育
基
本
法
の
改
正
論
議
、
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
、
ゆ
と
り
教
育
と

学
力
低
下
論
争
、
青
少
年
の
凶
悪

犯
罪
、
心
の
教
育
の
充
実
な
ど
教

育
に
関
す
る
論
争
や
課
題
は
尽
き

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
学
校
現
場
や
教
育
の

実
態
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
は

ず
の
教
師
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
特
に
、
こ
れ
ら

の
論
争
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
て
て

い
る
児
童
・
生
徒
の
こ
と
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
教
員
の
世
界
は
独
特

で
、
一
般
企
業
の
よ
う
な
厳
し
さ

が
な
い
と
か
、
学
校
の
先
生
は
常

識
が
な
く
社
会
性
に
乏
し
い
な
ど

と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。言

う
ま
で
も
な
く
、
教
師
は
教

育
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
そ

の
使
命
を
自
覚
し
、
将
来
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
影

響
の
大
き
さ
を
認
識
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
す
。
し
か
し
、
教
育
の

本
質
は
変
わ
ら
な
く
て
も
、
社
会

の
変
化
に
伴
な
っ
て
教
師
の
「
意

識
」
や
「
表
現
」
は
変
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「

意
識
」
と
は
、
様
々
な
事
柄

に
対
し
て
常
に
問
題
意
識
を
も
つ

こ
と
、
教
育
者
と
し
て
の
プ
ロ
意

識
を
持
つ
こ
と
、
時
間
と
情
報
に

対
す
る
コ
ス
ト
意
識
を
持
つ
こ
と

。「

」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

表
現

と
は
、
多
く
の
人
か
ら
意
見
を
聞

く
こ
と
を
含
め
、
行
っ
て
い
る
こ

と
を
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
に
表

現
（
説
明
）
し
、
理
解
を
得
る
こ

と
で
す
。
崇
高
な
理
念
や
実
践
が

あ
っ
て
も
表
現
力
が
乏
し
か
っ
た

り
、
表
現
方
法
が
不
適
切
だ
っ
た

り
す
れ
ば
、
多
く
の
人
か
ら
理
解

を
得
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。

こ
れ
は
、
日
々
の
授
業
に
つ
い
て

も
全
く
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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そ
の
た
め
、
本
県
の
県
立
高
校

で
は
、
①
全
学
年
の
全
科
目
の
シ

ラ
バ
ス
を
作
成
し
、
生
徒
や
保
護

者
に
授
業
内
容
や
評
価
等
に
つ
い

て
の
説
明
し
て
い
ま
す
。
②
公
開

授
業
を
行
い
保
護
者
や
住
民
等
か

ら
の
意
見
を
聞
き
、
授
業
等
の
改

善
に
向
け
た
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。
③
生
徒
か
ら
の
授
業
評
価
を

実
施
し
、
評
価
結
果
を
授
業
改
善

に
活
か
し
て
い
ま
す
。
変
化
・
変

革
が
言
わ
る
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

教
育
に
お
け
る
不
易
と
流
行
を
見

極
め
な
が
ら
、
教
員
が
意
識
改
革

し
、
し
っ
か
り
と
説
明
を
す
る
こ

と
が
特
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま

。

、

す

こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
り

学
校
や
教
師
の
意
識
が
少
し
変
わ

っ
て
き
た
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て

き
ま
す
が
、
成
果
が
顕
著
に
現
れ

る
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う

で
す
。

母
校
の
益
々
の
発
展
を
祈
っ
て

い
ま
す
。

（

）

笹
沼

亀
治

2
4
S

（

）

開
沼

恒
治

3
3
S

平
成
十
六
年
五
月
二
十
六
日
、
東
京

飯
田
橋
の
研
究
社
ビ
ル
に
お
い
て
、
会

長
、
理
事
十
一
名
、
支
部
長
十
五
名(

含

会
長
、
副
会
長
兼
務
七
名
〕
出
席
の
下

に
行
わ
れ
た
。
支
部
長
を
招
く
こ
と
に

つ
い
て
は
、
東
京
理
科
大
学
理
事
長
の

格
別
の
お
力
添
え
に
よ
る
こ
と
を
付
紀

し
謝
意
を
を
表
し
た
い
。

磯
脇
理
事
の

司
会
で
、
酒
井
会
長
の
挨
拶
を
皮
切
り

に
出
席
者
紹
介
、
母
校
創
立
百
二
十
五

周
年
記
念
事
業
募
金
へ
の
協
力
を
確
認

し
、
教
育
会
活
動
報
告
等
が
承
認
さ
れ

た
。
各
議
案
に
つ
い
て
若
干
説
明
し
ま

す
。

○
第
一
号
議
案

・
会
長
改
選
を
行
い
、
酒
井

涬
氏

が

会
長
に
決
ま
り
、
前
会
長
有

竹
雅
夫

氏
を
名
誉
会
長
に
推
戴
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

・
本
会
は
理
窓
会
の
関
連
組
織
に
な
っ

た
。

・
理
窓
会
幹
事
の
選
挙
に
当
っ
て
、
理

窓
会
各
支
部
長
に
会
員
を
推
薦
し
た
。

○
第
二
号
議
案

小
泉

眞
悦
（2

5
S

）

黒
谷

義
雄

(
3
2
S
)

平
成
１
５
年
度
会
計
決
算
は
５
月
２

６
日
全
国
支
部
長
会
に
お
い
て
ご
承
認

を
戴
き
ま
し
た
。
今
年
は
予
想
以
上
に

会
費
の
納
入
が
多
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

・
会
員
が
四
八
三
名
に
増
え
た
。

・
支
出
は
極
力
切
り
詰
め
た
。

・
特
別
会
計(

地
区
別
支
部
長
会
費

会

計)

地
区
別
支
部
長
会
を
開
く
と
き
一
県

に
一
万
円
、
一
地
区
に
一
万
円
を
補
助

す
る
も
の
。

○
第
三
号
議
案

笹
沼

亀
治
（2

4
S

）

開
沼

恒
治
（3

3
S

）

・
今
年
度
は
副
会
長
の
改
選
時
期
に
当

っ
て
い
る
の
で
、
地
区
別
支
部
長
会
の

開
催
の
と
き
、
先
の
補
助
金
を
活
用
願

い
た
い
。(

副
会
長
は
二
期
ま
で
務
め
ら

れ
る)

（

。

・
会
則
改
正

第
五
号
議
案)

を
提

案

・
会
費
納
入
者
の
増
加
に
努
め
る
。

・
母
校
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
珊
業

募
金
へ
協
力(

一
口
五
万
円)

○
第
四
号
議
案(

予
算
〕

小
泉

眞
悦
（2

5
S

）

黒
谷

義
雄

(
3
2
S
)

平
成
１
６
年
度
予
算
案
は
５
月
２
６

日
の
全
国
支
部
長
会
に
お
い
て
ご
賛
成

を
戴
き
ま
し
た
。
今
年
は
支
部
長
会
積

立
金
を
少
々
増
額
致
し
ま
し
た
。
予
算

の
執
行
等
に
つ
き
ま
し
て
も
ご
協
力
の

程
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教育会報２４号

平
成
十
六
年
度

総
会
報
告
・
全
国
支
部
長
会
報
告

※地区別支部長会費会計
１６年度予算項 目 １５年度決算

６５００２９前年度繰越 450,011 ,
２４００００当該年度会計より 200,000 ,

－受取利子 18
８９００２９合 計 650,029 ,

００地区別支部長会費 0 ５０００,
９００２９次年度繰越 650,029 ,
８９００２９合 計 650,029 ,
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○
第
五
号
議
案
〔
会
則
改
正)

・
本
案
は
全
く
の
た
た
き
台
で
あ
り
、

各
支
部
で
支
部
総
会
等
の
機
会
に
ご
検

討
い
た
だ
き
、
来
年
の
一
月
頃
ま
で
に

ご
意
見
を
頂
き
、
理
事
会
で
正
式
の
改

正
案
を
作
成
し
、
来
年
の
総
会
で
決
定

す
る
。

◎
各
支
部
長
か
ら

・
広
島

会
費
を
い
た
だ
く
に
は
、
会
員

に
資
料
を
送
り
続
け
て
、
十
年
は
か
か
る

も
の
と
覚
悟
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

・
福
井

若
い
人
の
中
に
は
教
育
会
に
入

る
と
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
と

い
う
意
見
が
あ
る
。
大
学
の
説
明
会
を
現

地
で
開
い
て
ほ
し
い
。

・
埼
玉

総
会
の
ほ
か
に
管
理
職
の
会
も

あ
る
。
研
修
会
も
定
期
的
に
開
い
て
い
る

が
四
十
名
位
は
集
ま
る
。

以
上

資料１ (第1号議案) 平成15年度活動報告

(平成15年5月1日～平成16年4月30日)
1.総会
各支部長に次の括弧内の議案を平成15年5月中に送付し、承認をいただいた。
(平成14年度の会務報告及び会計報告、平成15年度の予算案及び活動計画)
2. 組織の充実、強化に関して.
① 会長の改選を行い、酒井涬氏を選出した。また、前会長有竹雅夫氏を名誉会
長に推戴した。

② 各支部の活動状況
平成15年6月29日富山支部総会

9月6日広島支部総会
10月5日香川支部総会
11月9日東京支部総会
11月15日岩手支部総会
11月16日兵庫支部総会
11月22日静岡支部総会
11月29日秋田支部総会
11月29日埼玉支部総会

平成16年1月24日鹿児島支部総会
③ 地区別支部長会：実施しなかった。
④ 会報発行
第22号平成15年9月1日に発行、第23号平成16年3月6日に発行

3. 財政の健全化に向けて
平成15年度の会費納入者は、前年度より増加した。また支出については極力抑
制している。

4. その他の活動
次の①②にっいては平成16年3月6日、東京理科大学・森戸記念館において行わ
れ、来賓としてご出席の石井忠浩理事、鈴木公学長補佐、宮川良男生涯学習課
長から祝辞と激励の言葉をいただいた。

①管理職に昇任された方々への記念品贈呈を年度当初、各支部長にお願いして管理
職の調査を行っています。この調査に基づき、平成15年4月に初めて昇任された
方々に記念品を贈り祝意を表した。

②新規採用教員予定者激励会の開催東京支部の主催で採用予定者22名を招いて激
励会を開催した。

③編集委員会
平成15年9月1日第22号の発行について、平成16年3月6日第23号の発行について
④指導委員会
生涯学習課が実施する教員希望学生特別講習会(3年生対象・合宿クラス・4年生
対象)、帰国子女入学予備教育講座へ講師を紹介した。
就職課が実施する教職ガイダンス(12月は3年生対象、5月は4年生対象)及び面接
指導への講師を紹介した。
⑤研修委員会東京支部会員を中心に管理職受験希望者に対して「基礎研修 「実践」

」「 」「 」 。 。研修 直前研修 面接研修 を実施した 東京近辺の支部会員も受講している
⑥理窓会幹事の選挙に当つて、理窓会各支部長に会員を推薦した。
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資
料
３

(

第
３
号
議
案)

平
成
十
六
年
度
活
動
計
画

(

平
成
十
六
年
五
月
一
日
～
平
成
十
七
年
四

月
三
十
日)

１
．
総
会

平
成1

6

年5

月2
6

日
に
開
催
す
る
。

２
．
各
支
部
総
会

各
支
部
で
実
施
す
る
。

３
．
地
区
別
支
部
長
会
地
区
別
支
部
長
会

を
実
施
す
る
。
開
催
を
希
望
す
る
地
区

の
副
会
長
は
開
催
日
、

開
催
地
等
を
本
部
に
申
し
出
る

(

今

。

年
度
は
副
会
長
の
改
選
時
期
に
当
つ
て

い
る)

４
．
会
則
の
改
正
を
提
案
し
、
各
支
部
で

一
年
か
け
て
検
討
す
る
。(

改
正
案
は

別
紙
、
第
５
号
議
案

参
照)

５
．
会
報
発
行

第
二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
を
発
行

す
る
。

６
．
財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

財
政
の
健
全
化
を
期
し
て
会
費
納
入

者
の
増
加
を
図
る
。

７
．
管
理
職
受
験
希
望
者
へ
の
研
修
並
び

に
管
理
職
に
昇
任
さ
れ
た
方
々
へ
の
祝

意
を
表
す
会
を
実
施

す
る
。

８
．
新
規
採
用
教
員
予
定
者
激
励
会
を
実

施
す
る
。(

当
分
の
間
、
東
京
支
部
が

主
催
す
る)

９
．
大
学
へ
の
協
力,

①

教
員
希
望
学
生
へ
の
指
導
、
採
用

試
験
等
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
従

来
通
り
実
施
し
、
一
人
で
も
多
く
の

後
輩
が
教
職
に
就
け
る
よ
う
協
力
す

る
。

②

大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事

業
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
そ
の
募
金

活
動
を
推
進
す
る
。

③

大
学
の
学
生
募
集
に
協
力
す
る
。

(

以
上)

平成15年度会計報告資料２(第２号議案)

平成１５年度 会計報告書
収入の部

94,810前年度繰越金

483,000納入会費

7,200理窓会正会員協力金

11雑収入・利息

585,021合 計

支出の部

16,000交通費

10,000慶弔費

33,400会議費

200,000支部長会積立金

24,927事務費

43,000会報印刷費

77,750郵送費

36,750記念品代

14,100予備費

455,927小 計

129,094次年度繰越金

585,021合 計

会計事務 小泉眞悦、監査 根深得英

平成１６年度予算案資料４(第４号議案）

平成１６年度 予算案
収入の部

430,000会費

9,000理窓会正会員協力

金

906雑収入

129,094前年度繰越金

569,000合 計

支出の部

30,000交通費

20,000慶弔費

50,000会議費

240,000支部長会積立金

30,000事務費

50,000会報印刷費

100,000郵送費

40,000記念品代

9,000予備費

569,000合 計
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資料５－１（第５号議案）

東京理科大学教育会規約の改定案

（改定案）（ ）現行
１．名称

本会は東京理科大学教育会という。 東京理科大学理窓教育会

２．目的 ※ 理窓会の他の関連組織の名称との統一を図っ

本会は教育界における同窓の資質の向上を図 た。

ることを通して教育の発展に寄与するととも

、 。に 会員相互の親睦を深めることを目的とする

３．事業

前条の目的達成のため次の事業を行う。

（１）大学から委託された教育に関する事業 （１）大学の諸施策に協力する事業

（２）会員の資質の向上に関する事業

（３）会報の発行

（４）組織の構成に関する事業

（５）その他本会の目的達成に必要な事業

４．会の構成 ４．会員

本会の会員はかって教職に関係し、または現 本会の会員は、かって教職に関係し、または現

に教織に関係している同窓とし、次の４つの部 に教織に関係している同窓、および、本会の目

会から構成する。 的に賛同する教職関係者以外の同窓とする。

（１）行政部会 教育行政に所属する者

（２）高校部会 公立の高等学校に所属する者 「次の４つの部会から構成する 」以下削除。

大学等に所属する者 ※ 全国組織では、部会はほとんど機能していな

（３）小・中部会 公立の小・中学校に所属す いので必要性がない。各支部では必要に応じて

る者 設置する。

（４）私学部会 私立学校に所属する者

５．部会の運営 ５．削除

部会の運営とその方法については会の理事会 ※ 以下、番号を繰り上げる

の承認を得て別途規約を定める。

６．役員

本会には次の役員をおく。

会長１名

会長は 副会長の中から互選により選出する 会長は、副会長の推薦で選出する。、 。

会長は本会を代表し、会務を統括する。

副会長１０名

副会長は会長が総会にはかり委嘱する。

副会長は次の各地区の支部長から選出される ※ 東京地区を追加する。。

①北海道②東北③関東④中部 Ⅰ ⑤中部 Ⅱ ※ ５．役員 の条項に、以下の役職を追加する。（ ） （ ）

⑥近畿⑦中国⑧四国⑨九州⑩沖縄 監査 ：本会の業務・会計の監査に当たる

（１）地域より選出された副会長はその地域の 理事会が推薦し、総会で承認する。

支部長との連携を深め、会長を補佐する。 名誉会長：長年会長を務め功績のあった者

（２）会長はあらかじめ会長の職務を代行する副 会の運営について、指導助言する。

会長を委嘱することができる。 理事会の推薦により、会長が委嘱する。

理事若干名 参与 ：支部長・副会長を務めた者のうち、支

必要に応じて会長が委属する。 部から推薦のあった者

理事は会長の命を受け会の業務を処理する。 本会及び支部の活動について指導・助

７．役員の任期 言する。

役員の任期は３年とする。ただし、再任を 支部の推薦者の中から、理事会の審議

げない。 を経て会長が委嘱する。
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資料５－２
８．会議

本会における会議は次のものとする。

総会 年１回

本会における議事は事務局がまとめ提案し、

議長は会長がこれに当たる。ただし、必要に

より、会長が指名する者がこれに代わることが

できる。

理事会は必要に応じて会長が召集する。

支部長会は地区の副会長の要請を受け、会長 地区別支部長会

が召集する。副会長が議長に当たる。

９．支部

本会は各都道府県に支部をおく。支部に事

務局をおく。

支部長は所属する支部を統括し、本会との

連携を深める。

支部の規約は本規約に準じてそれぞれの支

部において定める。

１０．事務局

本会の事務局を東京理科大学におく。 本会の事務局を理窓会事務局内におく。

１１．会費

会費は年額１０００円とする。

１２．付則

（１）支部においてその地域の理窓会の支部長

が本会の会員でない場合は理窓会の支部長を

顧問としておくことができる。顧問は、会長

がその支部の意を受けて理窓会と協議の上、

依頼する。

（２）支部長会または支部が支部総会を行う場 地区別支部長会

合その要請に応じて役員等を派遣することが

できる。

支部長会、支部総会に出席する役員等は会 地区別支部長会

長もしくは会長が委嘱する者とする。

（３）第６条の副会長の項の中部（Ⅰ）は、 第５条

静岡、山梨、愛知、岐阜、長野の各県により

構成される。 ○ アンダーラインを付してる部分は、改訂

また中部（Ⅱ）は、新潟、富山、石川、福井 案文を示す。

の各県により構成される。

（４）副会長の再任については、１回限りとす ○ ※を付した文面は、説明ないしコメント

る である。

（５）副会長侯補は、そのブロックの支部長の

協議の結果を受けて本部が会長に推薦する。 ○ 本案は、全くのたたき台であり、各支部

以上 で支部総会等の機会にご検討いただき、来

平成 ８年５月２２日改正 春１月頃までにご意見を頂き、理事会で

平成１３年６月３０日改正 正式の改定案を作成し、来年の総会で決定

平成１７年 改正 する。
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支
部
便
り

東
京
理
科
大
学
教
育
会
十
六
年
度

新
規
採
用
教
員
・

管
理
職
選
考
合
格
者
激
励
会
報
告

（

）

廣
瀬

和
昭

4
9
S

専
・
数
学

平
成
十
六
年
三
月
六
日
、
新
規
採
用、

教
員
・
管
理
職
選
考
合
格
者
激
励
会
が

東
京
支
部
の
主
催
で
東
京
理
科
大
学

森
「

戸
記
念
館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

八
十
名
を
超
え
る
新
規
採
用
教
員
予
定

者
に
案
内
を
し
、
そ
の
う
ち
二
十
二
名

が
参
加
し
た
。
今
年
度
の
管
理
職
試
験

に
合
格
さ
れ
た
会
員
の
他
、
三
十
名
の

現
職
、O

B

教
員
が
出
席
し
、
新
し
い
後

輩
の
門
出
を
祝
う
と
共
に
教
育
会
の
現

状
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。

酒
井
涬
会
長
は
開
会
の
挨
拶
で
理
大

に
於
け
る
教
育
会
の
果
た
す
役
割
と
新

規
採
用
教
員
の
心
構
え
に
つ
い
て
訓
話

さ
れ
、
大
き
な
期
待
を
伝
え
た
。
さ
ら

に
来
賓
と
し
て
ご
出
席
の
石
井
忠
浩
理

事
は
理
事
長
に
代
わ
り
本
大
学
の
果
た

す
役
割
は
社
会
に
貢
献
で
来
る
有
能
な

人
材
を
送
り
出
す
こ
と
で
あ
る
と
話
さ

れ
た
。
鈴
木
公
学
長
補
佐
は
大
学
改
革

が
具
体
的
に
進
め
ら
れ
る
中
で
、
教
員

希
望
者
へ
の
充
分
な
ケ
ア
ー
が
組
織
と

し
て
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ

改
革
の
意
欲
を
表
明
さ
れ
た
。
宮
川
良

男
生
涯
学
習
課
長
か
ら
も
祝
辞
と
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

同
じ
席
上
で
、
東
京
都
教
育
管
理
職

の
昇
任
試
験
に
合
格
さ
れ
た
方
へ
の
激

励
会
も
行
わ
れ
た
。
先
輩
か
ら
の
激
励

に
続
き
、
合
格
者
の
代
表
か
ら
教
え
る

こ
と
の
喜
び
と
先
輩
か
ら
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
生
徒
に
親
し
ま
れ
る
立
派
な

教
員
に
な
る
と
の
力
強
い
決
意
表
明
が

あ
っ
た
。

引
き
続
い
て
２
階
に
会
場
を
移
し
て

懇
親
会
を
行
っ
た
。
小
中
部
会
部
長
の

世
田
谷
区
立
駒
沢
中
学
校
會
田
良
三
校

長
の
司
会
に
よ
り
懇
親
会
は
和
や
か
な

雰
囲
気
の
も
と
に
始
ま
っ
た
。
研
修
委

員
会
委
員
長
の
都
立
大
江
戸
高
校
小
久

保
正
己
校
長
よ
り
開
会
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。
都
立
の
改
革
は
急
速
に
進
む
中
で

新
採
教
員
は
特
に
研
修
に
努
め
自
分
に

厳
し
く
教
員
と
し
て
の
質
を
向
上
し
て

い
く
よ
う
を
強
く
訴
え
ら
れ
た
。
新
採

の
諸
君
も
激
励
会
と
は
異
な
り
、
緊
張

も
ほ
ど
け
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
各
先
輩
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
ア
ド

バ
イ
ス
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

ま
た
、
新
採
の
諸
君
か
ら
は
自
己
紹

介
と
と
も
に
教
師
と
し
て
の
熱
い
抱
負

が
述
べ
ら
れ
た
。
昨
年
度
よ
り
も
公
立

私
立
の
教
員
採
用
状
況
が
よ
く
、
一
人。

ひ
と
り
の
自
信
の
様
子
が
現
れ
て
い
た

和
や
か
な
雰
囲
気
の
下
、
同
窓
と
し
て

の
先
輩
・
後
輩
の
絆
を
深
め
つ
つ
散
会

。

し
た理

窓
会
の
動
き

○
「
理
窓
会
幹
事
会
開
催
」（

）

概
要
報
告

奥
原
千
里

3
1
K

平
成
十
六
年
六
月
二
十
七
日

午
後
一
時
～
同
三
時
二
十
分

東
京
理
科
大
学
一
号
館
十
七
階
、
記

念
講
堂
に
て
、
出
席
者
百
十
八
名
、

委
任
状
二
十
四
名
が
あ
り
、
成
立
要

件
七
十
八
名
を
超
え
、
盛
況
の
う
ち

に
行
わ
れ
た
。

司
会

村
田
雄
司
（3

9
B

）
（

）

挨
拶

会
長

池
田
佐
喜
男

1
8
K

（

）

祝
辞

理
事
長

塚
本
桓
世

4
0
O
B

（

）

新
幹
事
長
挨
拶

児
島
紘

4
0
B

議
事
の
概
要

議
長

池
田
佐
喜
男
会
長

平
成
十
五
年
度
会
務
報
告

一
号
議
案

、

、

二
号
議
案

同
会
計

名
簿
特
別
会
計

監
査
の
各
報
告

十
六
年
度
事
業
計
画
・

三
号
議
案

事
予
定

行

四
号
議
案

同
予
算

五
号
議
案

会
長
の
改
選
に
つ
い
て

報
告
事
項

①
学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
創
立
百

二
十
五
周
年
記
念
募
金
支
援
に
つ

い
て

②
理
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

（
教
育
会
の
Ｈ
Ｐ
も
、
関
連
組
織

と
し
て
、
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
の
中
に
創

設
し
た
）

③
終
身
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
配
布

④
参
与
記
授
与
者
の
紹
介

（
懇
親
会
）

幹
事
会
終
了
後
、
同
窓
懇
親
会
が

開
か
れ
た
。
池
北
雅
彦
常
任
理
事
の

司
会
で
、
新
会
長
の
塚
本
桓
世
理
事

長
の
挨
拶
、
岡
村
弘
之
学
長
の
大
学

現
況
報
告
、
池
田
佐
喜
男
前
会
長
の

乾
杯
音
頭
で
和
や
か
に
行
わ
れ
た
。

出
席
者
一
一
七
名
。

（
支
部
長
会
）

会
に
先
立
ち

「
支
部
長
の
会
」

、

が
開
か
れ
た
。
出
席
し
た
支
部
は
三

十
二
都
道
府
県
、
司
会
田
村
應
和(

3
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8
S
)

支
部
の
課
題
、
ア
イ
デ
ィ
ア
な

ど
の
活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

「

」

○

理
窓
会
・
東
京
支
部
総
会
開
催

概
要
報
告

伊
藤

操
（3

6
B

）

平
成
一
六
年
五
月
二
十
二
日

午
後
四
時
～
同
五
時
二
十
四
分

東
京
理
科
大
学
森
戸
記
念
館
に
て
、

出
席
者
七
十
名
、
委
任
状
提
出
者
二

百
八
十
名
で
正
会
員
数
一
四
八
六
の

五
分
の
一
の
二
九
八
名
を
超
え
て
、

総
会
は
成
立
し
た
。

（
総
会
の
部
）

司
会

磯
脇
一
男(

3
9
S
)

招
待
者
九
名
の
紹
介

挨
拶

支
部
長

井
上
吉
靖(

2
7
B
)

祝
辞

理
窓
会
会
長

池
田
佐
喜
男

(
1
8

理
化)

議
事

議
長

磯
脇
一
男(

同)

①
一
五
年
度
事
業
報
告
と
決
算
報
告

②
１
６
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案

③
会
則
改
定
案

④
役
員
の
増
員
案

⑤
理
窓
会
常
任
幹
事
会
へ
の
提
言

以
上
す
べ
て
、
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

（
懇
親
会
の
部
）

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ

た
。司

会

小
泉
眞
悦(

2
4
S

）

挨
拶

東
京
支
部
長

井
上
吉

（
同
）

祝
辞

学

長

岡
村
弘
之

乾
杯

副
支
部
長

酒
井

涬

（
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
）

祥
子
＆R

a
d
i
s
h

の
祥
子
の
ヴ
ォ
ー

カ
ル
を
楽
し
む
。
祥
子
は
理
科
大
学

卒
業
生
（
本
名:

布
井
祥
子H

2

理S

）

①
「
時
を
超
え
て
」
②
「
上
を
向
い

て
あ
る
こ
う
」
③
「
北
星
」
な
ど
披

露
し
、
皆
感
動
す
る
。

中
締
め

監
査

半
谷
精
一
郎

(
5
0

工
電)

閉
会
の
言
葉

副
支
部
長

菅
原
俊
一(

3
9
B
)

午
後
五
時
三
十
分～

同
六
時
四
十
五
分

事
務
局
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

教
育
会
総
務
理
事

笹
沼
亀
治

会
報
二
十
一
号
、
二
十
三
号
で
も

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、
教
育

会
が
理
窓
会
の
関
連
組
織
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
の
を
期
に
、
教
育
会
事
務

局
を
左
記
の
理
窓
会
事
務
室
に
同
居

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
事
務
担
当
者
、
教
育
会
専
用

の
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
経
理
上
置
け
な

い
状
況
で
す
。

会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
甚
だ
ご
不

、

、

便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が

当
面

郵
送
に
よ
る
書
面
で
の
ご
連
絡
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〒1
6
2
-
0
8
2
5

東
京
都
新
宿
区
神
楽
坂

二-

十
三-

一

理
窓
会
館
四
階

教
育
会
事
務
局

宛

会
費
納
入
の
お
願
い

（

）

笹
沼
亀
治

2
4
S

十
六
年
度
の
教
育
会
年
会
費
（
千

円
）
が
ま
だ
未
納
の
方
は
、
同
封
の

振
り
込
み
用
紙
で
お
払
い
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
支
部
一

括
納
入
の
県
は
、
支
部
の
方
法
で
支

部
長
に
納
入
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
入
済
み
の
場
合
は
次
年

度
用
か
、
入
会
を
お
勧
め
さ
れ
る
と

き
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
育
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

伊
藤

操(
3
6
B
)

小
原
政
敏
（4

1
B

）

七
月
二
十
日
に
、
理
窓
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
関
連
づ
け
て
作
り
ま
し

た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
次
の
通

り
で
す
。

.
http://w

w
w

.hq.sut.ac
j
p
/
~
r
i
s
o
k
a
i
/

検
索
で
「
東
京
理
科
大
学
同
窓
会
」

を
入
力
し
て
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
開

き

「
関
連
団
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

、

、

「

」

を
ク
リ
ッ
ク
し

さ
ら
に

教
育
会

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
も
開
き
ま
す
。

・
研
修
会
な
ど
の
お
知
ら
せ

・
会
報
記
事

・
大
学
・
理
窓
会
な
ど
と
の
連
携

な
ど
を
載
せ
、
み
な
さ
ま
と
情
報

交
換
を
図
る
一
助
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
是
非
、
ご
意
見
、

ご
要
望
、
ご
提
案
な
ど
を
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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新
任
教
師
の
抱
負

こ
の
４
月
に
多
く
の
後
輩
が
新
規
採

用
教
員
と
な
っ
て
全
国
に
赴
任
し
て
い

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
公
立
学
校
合
格

者
六
二
名
（
昨
年
四
四
名

、
私
学
合
格

）

を
合
わ
せ
る
と
八
八
名
（
同
六
三
名
）

が
あ
り
ま
し
た
。
全
員
が
赴
任
で
き
た

と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
数
年
、
大
躍
進
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
か
ら
、
新
任
教
員
の
力
強
い
抱

負
、
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
盛
岡
市
立
見
前
南
中
学
校

教
諭

佐
藤

勝
彦

私
は
こ
の
三
月
に
理
学
部
第
二
部
数

学
科
を
卒
業
し
た
佐
藤
勝
彦
と
申
し
ま

す
。
晴
れ
て
念
願
の
教
師
と
な
り
、
岩

手
県
盛
岡
市
立
見
前
南
中
学
校
に
配
属

と
な
っ
て
約
三
ヶ
月
に
な
り
ま
す
。
忙

し
い
毎
日
で
す
が
、
だ
い
ぶ
学
校
生
活

に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
二
年

生
の
副
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
授
業
は

二
年
生
四
ク
ラ
ス
と
一
年
生
の

T
T

、

そ
れ
か
ら
三
年
生
の
少
人
数
の
授
業
を

受
け
持
っ
て
い
ま
す
。
担
当
の
部
活
動

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
で
す
。

毎
朝
、
登
校
の
途
中
や
学
校
で
生
徒

に
「
佐
藤
先
生
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
生
徒
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、

よ
し
、
今
日
も
や
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
授
業
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
と
す
ぐ
に
う
ち
と

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
去
年
私
は

小
学
校
で
一
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
子

供
た
ち
と
接
す
る
経
験
が
あ
り
そ
れ
が

活
か
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

授
業
で
は
毎
回
学
習
シ
ー
ト
を
準
備

し
て
そ
れ
を
使
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
を
思
い
浮
か
べ
る
と
夜
遅
く
ま
で

か
か
っ
て
も
、
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
生
徒
に
分
か
り

や
す
く
授
業
を
し
た
い
と
い
う
強
い
思

い
で
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
使

っ
て
一
つ
一
つ
の
授
業
に
勝
負
を
か
け

て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
分
に
足
り
な
い

も
の
を
吸
収
す
る
た
め
に
、
先
輩
の
先

生
方
の
授
業
を
見
て
学
び
、
自
分
の
授

業
を
見
て
も
ら
い
改
善
し
た
ほ
う
が
い、

い
と
こ
ろ
を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら

分
か
り
や
す
い
授
業
を
目
指
し
て
い
ま

す
。部

活
動
で
は
子
供
た
ち
と
、
と
も
に

汗
を
流
し
な
が
ら
中
総
大
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
三
年
生
に
と
っ
て

は
中
学
校
生
活
最
後
の
大
会
な
の
で
、

い
い
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
コ
ー
チ
と
部
員
た
ち
と
と
も
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

校
務
分
掌
は
生
徒
指
導
部
で
私
は
交

通
安
全
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
朝
、
通

学
路
に
立
ち
登
校
し
て
く
る
生
徒
に
声

が
け
を
し
て
い
ま
す
が
、
朝
か
ら
元
気

が
い
い
生
徒
、
眠
そ
う
な
生
徒
、
友
達

と
じ
ゃ
れ
あ
い
な
が
ら
登
校
し
て
く
る

生
徒
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

私
が
教
師
に
な
れ
た
の
は
、
お
世
話

に
な
っ
た
理
科
大
の
先
生
方
、
一
年
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
小
学
校
の

、

、

先
生
方

そ
し
て
小
学
校
の
子
供
た
ち

そ
れ
か
ら
教
職
を
志
し
た
友
の
お
か
げ

で
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
一
人
前
の
教
師
を
目
指
し
て
が
ん
ぱ

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
智
学
園
中
学
高
等
学
校
（
埼
玉
県
）

教
諭

久
保

可
菜
子

教
員
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ニ
ケ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
去
年
の
今
頃
、
教
育
実

習
に
向
け
て
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
た

こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

現
在
、
私
は
埼
玉
県
岩
槻
市
に
あ
る
開

智
学
園
の
中
高
一
貫
部
で
一
年
生
の
副

担
任
を
し
て
い
ま
す
。
同
じ
敷
地
内
に

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
が
入
っ

て
い
る
た
め
大
変
に
ぎ
や
か
な
な
か
、

忙
し
く
も
充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
授
業
・
部
活
動
・
、
校
務
分

掌
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
通
し
て
教

員
と
い
う
仕
事
責
任
の
重
さ
を
感
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
課
題
が
次
々
と
で

て
き
て
は
、
そ
れ
を
達
成
し
よ
う
と
奮

闘
す
る
毎
日
で
す
。
ま
だ
二
ヶ
月
し
か

経
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
学
ん
だ
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

、

、

ま
ず

授
業
に
お
い
て
学
ん
だ
こ
と
は

教
員
に
な
つ
て
か
ら
こ
そ
が
数
学
を
よ

り
深
く
学
ば
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
授
業
に
お
い
て
、
生
徒

が
こ
ち
ら
が
思
い
も
つ
か
な
か
っ
た
よ

う
な
ひ
ら
め
き
や
疑
問
を
投
げ
か
け
て

く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

と
き
、
生
徒
の
意
見
を
う
ま
く
取
り
入

れ
、
即
座
に
対
応
し
た
授
業
を
展
開
す

る
に
は
、
よ
り
深
い
数
学
の
知
識
が
必

要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

本
校
の
数
学
の
授
業
は
『
代
数

『
幾

』

何

『
解
析
』
な
ど
に
分
か
れ
て
お
り
、

』
学
力
別
の
少
人
数
ク
ラ
ス
編
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
う
ま

く
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
授
業
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
も

「
数
学
を
よ
り
深
く

、

伝
え
る
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い

て
こ
れ
か
ら
も
数
学
を
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
校
務
分
掌
で
学
ん
だ
こ
と
は
、

指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
次
に
や
る

べ
き
こ
と
は
何
な
の
か
を
自
ら
考
え
て

仕
事
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
い
か
に
大

切
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
確
か
に
教
え

て
頂
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

。

、

、

か
り
で
す

当
初

私
は
指
示
を
待
ち

指
示
を
受
け
た
こ
と
だ
け
を
完
壁
に
こ。

な
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た

そ
う
で
は
な
く
、
確
認
を
し
な
が
ら
自

ら
積
極
的
に
物
事
を
こ
な
す
こ
と
が

仕
「

事
を
す
る
」
と
い
う
こ
と
だ
と
学
び
ま

し
た
。

「
教
え
る
こ
と
は
学
ぶ
こ
と
」
と
い
う

恩
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
忘
れ
ず
に
、
こ

れ
か
ら
も
波
の
よ
う
に
押
し
寄
せ
る
仕

事
の
数
々
を
一
つ
一
つ
か
み
し
め
な
が

ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

東
京
都
大
田
区
立
大
森
十
中
学
校

教
諭

高
野
由
紀
子

教
育
の
荒
廃
が
叫
ぱ
れ
て
い
る
今
日

の
社
会
に
お
い
て
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
を
人
間
性
豊
か
に
育
て
て
い
く
教
師

の
職
責
は
大
き
い
。
私
は
そ
の
こ
と
に

以
前
か
ら
気
付
い
て
い
た
は
ず
で
あ
る

が
、
教
師
に
な
る
た
め
の
努
力
を
し
て

こ
な
か
っ
た
。
い
や
、
真
っ
向
か
ら
試

験
に
挑
み
破
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、
見
て

見
ぬ
振
り
を
し
て
い
た
、
と
言
う
言
葉

が
一
番
相
応
し
い
。
し
か
し
、
あ
る
校

長
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
す
べ
て
が
変

わ
っ
た
。
教
師
に
な
り
た
い
と
思
い
な、

が
ら
も
何
の
努
力
も
し
な
か
っ
た
私
に

頑
張
る
勇
気
と
力
を
与
え
て
下
さ
っ
た

の
だ
。
そ
し
て
今
、
こ
う
し
て
教
諭
と

し
て
教
壇
に
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で

来
る
の
に
多
く
の
時
間
を
要
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
の
出
会
い
は
私
の
財
産
で
あ

る
。現

在
は
大
田
区
の
中
学
校
に
勤
務
し

て
い
る
。
ま
だ
数
ヶ
月
間
で
あ
り
、
覚

え
る
こ
と
の
多
さ
と
忙
し
さ
に
悪
戦
苦

闘
し
て
い
る
が
、
何
度
も
生
徒
の
笑
顔

に
励
ま
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
研
修
に
お

い
て
、
小
学
校
の
授
業
見
学
や
講
習
を

受
講
し
て
い
く
中
で
、
常
に
新
し
い
発

見
が
あ
り
、
こ
の
仕
事
が
よ
り
一
層
好

き
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

私
の
座
右
の
銘
と
し
て
時
々
つ
ぶ
や

い
て
い
る
言
葉
を
紹
介
し
た
い
。

「
毎
朝
校
門
に
立
ち
、
生
徒
一
人
ひ
と

教育会報２４号



- 10 -

教育会報２４号

り
に
明
る
く
声
を
か
け
て
い
る
私
が
い

る
。
生
徒
も
大
き
な
声
で
あ
い
さ
っ
を

。

、

し
て
く
れ
る

教
室
で
も
部
活
動
で
も

生
徒
と
共
に
頑
張
っ
て
い
る
私
自
身
の

姿
が
あ
る
。
そ
し
て
、
生
き
る
力
を
身

に
つ
け
、
社
会
に
巣
立
っ
て
い
く
生
徒

を
、
感
動
の
中
で
見
送
る
私
が
い
る
。

そ
う
な
る
た
め
に
私
は
、
研
修
に
励
み

な
が
ら
、
魅
力
あ
る
教
師
と
な
る
た
め

に
全
力
を
尽
く
す
。

、

こ
の
こ
と
こ
そ
が
私
の
原
点
で
あ
り

目
標
で
あ
る
。

東
京
工
業
大
学
工
学
部

附
属
工
業
高
等
学
校
（
国
立
東
京
）

教
諭

近
藤

千
香

私
は
、
今
年
度
の
新
規
採
用
教
員
と
し

て
、
東
京
工
業
大
学
工
学
部
附
属
工
業

高
等
学
校
電
子
科
に
勤
務
し
、
第
一
学

年
の
副
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は

大
半
が
男
子
で
す
が
、
各
ク
ラ
ス
に
四

・
五
人
ず
つ
は
女
子
が
い
る
せ
い
か
、

共
学
の
学
校
に
近
い
雰
囲
気
が
あ
り
ま

す
。
教
員
と
し
て
の
私
は
、
毎
日
が
勉

強
で
、
自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
し
、
な

ぜ
私
が
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

不
安
に
思
う
こ
と
も
し
ぱ
し
ば
で
す
。

こ
の
三
ヶ
月
間
、
周
り
の
先
生
方
に
暖

か
く
見
守
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導

い
た
だ
き
、
授
業
に
熱
心
に
取
り
組
む

生
徒
た
ち
に
助
け
ら
れ
、
な
ん
と
か
過

ご
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
私
の
経
歴
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。
私
は
、
理
科
大
の
工
学
部
経
営

工
学
科
の
出
身
で
す
。
実
は
、
在
学
中

は
教
員
に
な
る
こ
と
は
、
全
く
考
え
て

い
な
か
っ
た
の
で
、
教
員
免
許
も
取
得

し
ま
せ
ん
で
し
た
。(

当
時
は
バ
ブ
ル
期

だ
っ
た
せ
い
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
人
い
っ
た
い
何
歳
な
ん
だ
と
思
っ
た

方
は
ど
う
ぞ
計
算
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。)卒

業
後
は
、
通
信
会
社
に
就
職
し
ま

し
た
が
、
退
社
後
、
関
連
の
子
会
社
を

経
て
、
近
年
は
高
校
で
情
報
の
授
業
の。

ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た

当
時
、
自
分
が
教
員
で
な
い
こ
と
が
残

念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
そ
こ
で
、

昨
年
度
、
情
報
の
教
員
免
許
を
取
得
の

た
め
工
学
部
電
気
科
の
科
目
等
履
修
生

と
な
っ
た
の
で
す
。
情
報
の
免
許
申
請

の
た
め
に
工
業
の
免
許
も
取
得
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
工
業
の
免
許
の
お
か
げ

で
就
職
で
き
た
の
で
す
か
ら
、
幸
運
と

し
か
い
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

電
気
科
の
出
身
で
は
な
い
、
大
学
業

か
ら
か
な
り
時
間
が
経
過
し
て
い
る
等

。

、

々
不
安
要
素
は
大
き
い
で
す

し
か
し

社
会
人
経
験
が
あ
る
こ
と
は
利
点
だ
、

小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
で
き
っ
と
一

人
前
の
の
教
員
に
な
れ
る
日
が
く
る
と

、

、

自
分
に
暗
示
を
か
け
な
が
ら

一
年
後

三
年
後
の
自
分
を
想
像
し
て
い
ま
す
。

咋
日
の
自
分
よ
り
も
少
し
で
は
あ
り
ま

す
が
成
長
し
て
い
る
と
感
じ
る
、
こ
ん

な
時
期
は
人
生
の
中
で
も
そ
う
そ
う
あ

。

、

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

日
々
努
力

日
々
前
進
、
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

い
つ
し
か
一
人
前
の
教
員
に
な
る
、
そ

う
信
じ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

神
奈
川
県
厚
木
市
立
藤
塚
中
学
校
一

教
諭

中
嶌

久
美
子

私
は
今
年
の
三
月
に
理
学
部
第
一
部

数
学
科
を
卒
業
し
ま
し
た
。
教
師
に
な

る
こ
と
は
私
の
昔
か
ら
の
夢
で
し
た
。

念
願
の
教
員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
が
出
莱
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。

七
月
現
在
、
中
学
一
年
生
の
担
任
を

。

。

し
て
い
ま
す

部
活
は
吹
奏
楽
部
で
す

授
業
は
一
年
生
と
二
年
生
合
わ
せ
て
十

。

、

二
時
間
担
当
し
て
い
ま
す

こ
の
他
に

総
合
が
二
時
間
、
道
徳
が
一
時
間
、
学

級
活
動
が
一
時
間
あ
り
ま
す
。

生
徒
指
導
面
で
は
、
ど
の
よ
う
に
指

導
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、
副
担

任
の
先
生
と
と
も
に
指
導
す
る
と
い
う

こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。
教
科
指
導
で

は
、
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
復
習
を
し
た

り
、
小
テ
ス
ト
を
し
た
り
し
て
、
理
解

度
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。

定
期
テ
ス
ト
の
あ
と
に
は
、
必
ず
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
授
業
を
改
善
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

担
任
は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
と
て

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
笑
っ
た

り
、
喜
ん
だ
り
し
て
い
る
と
教
師
に
な

っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
時
に
は

厳
し
く
叱
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
徒

に
『
先
生
っ
て
喜
怒
哀
楽
の
哀
が
な
い

よ
ね

』
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

。

た
。
生
徒
指
導
を
し
な
が
ら
、
と
も
に

涙
を
流
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

教
科
指
導
だ
け
で
な
く
、
生
徒
と
接
す

る
時
間
す
べ
て
が
勉
強
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

生
徒
に
と
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
も
新
任
も

教
師
に
か
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年

一
年
間
、
周
り
の
先
生
に
い
ろ
い
ろ
と

指
導
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
分
自

身
の
指
導
力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

愛
知
県
立
津
島
北
高
等
学
校

教
諭

小
祝

雅
志

高
校
時
代
か
ら
の
夢
で
あ
っ
た
教
師

と
い
う
職
業
に
つ
い
て
、
二
ヶ
月
半
が

経
ち
ま
し
た
。
今
、
私
が
勤
務
し
て
い

る
愛
知
県
立
津
島
北
高
等
学
校
に
は
、

ち
ょ
う
ど
教
育
実
習
生
が
二
週
間
の
実

習
に
来
て
い
ま
す
。
教
育
実
習
生
を
見

て
い
る
と
、
去
年
の
今
ご
ろ
の
時
期
に

私
も
教
育
実
習
生
と
し
て
実
習
校
に
通

っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ

し
て
今
現
在
、
高
校
の
教
師
と
し
て
学、

校
で
勤
務
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と

本
当
に
月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
な

の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
私
は
、
第
二
学
年
の
副
担
任
を

し
て
い
ま
す
。
毎
日
、
毎
日
が
勉
強
で

あ
り
、
楽
し
く
も
あ
り
、
つ
ら
く
も
あ

。

、

る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す

ま
た
私
は

物
理
の
授
業
を
受
け
持
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
今
ま
で
化
学
の
勉
強
し
か
し
て

こ
な
か
っ
た
た
め
、
ま
ず
私
自
身
が
物

理
の
授
業
内
容
を
理
解
し
、
そ
の
上
で

教
材
研
究
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
自
分
で
納
得
の
い
く

授
業
展
開
が
で
き
ず
に
、
自
分
の
不
甲

斐
な
さ
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
日
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
未
熟

な
私
に
対
し
て
も
、
生
徒
は
好
意
を
寄

せ
て
く
れ
、
教
師
と
し
て
接
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
た
ち
に
よ

っ
て
、
私
は
毎
日
元
気
と
意
欲
を
与
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
先
月
、
修
学
旅
行
の
引
率

教
員
と
し
て
北
海
道
ま
で
行
っ
て
来
ま

し
た
。
観
光
客
の
方
に
「
修
学
旅
行
生

で
す
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

周
囲
の
人
に
は
、
ま
だ
ま
だ
自
分
が
教

師
と
し
て
見
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
と
感

じ
、
一
日
も
早
く
学
生
く
さ
さ
や
、
頼

り
な
さ
を
克
服
し
、
一
人
前
の
教
諭
と

し
て
、
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
存
在
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
生
涯
教
諭
を
続
け
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
れ
か
ら
の
一
日
一
日
を
無
駄
に

せ
ず
に
、
日
々
勉
強
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
、。

ご
鞭
捷
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

沖
縄
県
久
米
島
町
立
具
志
川
中
学
校

教
諭

新
垣

裕
己、

念
願
の
教
師
と
い
う
職
業
に
就
い
て

早
い
も
の
で
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

つ
い
最
近
ま
で
は
理
科
大
生
と
し
て
、

部
活
に
熱
中
し
ア
ル
バ
イ
ト
に
明
け
暮

れ
て
い
た
の
が
懐
か
し
く
思
え
ま
す
。

現
在
、
私
は
沖
縄
県
本
島
か
ら
少
し

離
れ
た
小
さ
な
島
に
あ
る
中
学
校
で
数

学
教
諭
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
青

い
空
と
青
い
海
と
い
っ
た
大
自
然
に
囲
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ま
れ
、
週
末
は
釣
り
を
し
た
り
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
し
た
り
で
、
田
舎
の
生
活
を

満
喫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
は
校
内
で

蛇
を
見
っ
け
る
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
育

っ
た
子
ど
も
達
は
や
は
り
元
気
・
笑
顔、

・
素
直
と
い
っ
た
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
で

屈
託
が
な
く
と
て
も
人
懐
っ
こ
い
の
で

毎
日
生
徒
と
ワ
イ
ワ
イ
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
少
年
犯
罪
が

深
刻
化
し
て
い
る
日
本
、
多
忙
な
教
師

と
い
わ
れ
る
中
で
、
私
の
想
像
と
は
全

く
違
う
教
員
生
活
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

私
は
二
学
年
の
担
任
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
。
初
め
て
の
担
任
と
し
て
、
生

徒
と
よ
り
長
く
、
よ
り
近
く
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
学
級
経
営
に
希
望
を。

ふ
く
ら
ま
せ
て
始
業
式
を
迎
え
ま
し
た

し
か
し
、
男
子
生
徒
か
ら
ラ
イ
タ
ー
を

発
見
し
初
日
か
ら
生
徒
指
導
を
行
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
校
長
先
生

の
手
違
い
で
、
私
は
数
学
に
お
け
る
指

導
方
法
工
夫
改
善
の
主
任
な
の
で
担
任

を
も
っ
て
は
い
け
な
い
と
告
げ
ら
れ
ま

し
た
。
家
庭
訪
問
が
終
わ
っ
た
後
に
も

関
わ
ら
ず
担
任
を
は
ず
さ
れ
、
生
徒
や

父
母
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
私
を
助
け。

て
く
れ
た
の
が
先
輩
の
先
生
方
で
し
た

気
持
ち
を
共
有
し
て
く
れ
た
先
輩
方
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
い
か
な
る
問
題
で

も
職
員
全
体
で
共
通
理
解
・
共
通
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

私
は
今
、
教
員
採
用
試
験
で
学
ん
だ

知
識
よ
り
も

、
大
学
生
活
で
の
部
活
や

ア
ル
バ
イ
ト
で
培
っ
て
き
た
経
験
が
教

育
の
場
で
生
き
て
い
る
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
生
徒
と
格
闘
し
て
い
る
毎
日

で
す
が
、
全
て
は
生
徒
の
将
来
の
為
だ

と
信
じ
、
こ
れ
か
ら
も
熱
い
気
持
ち
を

も
っ
て
指
導
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。歴

史
あ
る
理
科
大
の
教
育
会
Ｏ
Ｂ
の

皆
様
、
今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

管
理
職
へ
の
昇
格

平
成
一
六
年
度
の
異
動
で
、
多
く
の

同
窓
が
管
理
職
に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
の
名
簿
が
未
到
着
の
県

は
過
去
二
ヶ
年
間
の
昇
格
者
を
、
そ
し

て
、
昨
年
、
一
昨
年
の
名
簿
が
到
着
し

て
い
な
い
場
合
は
三
ヶ
年
間
の
昇
格
者

と
い
う
よ
う
に
、
前
回
の
名
簿
と
今
年

の
名
簿
か
ら
推
測
い
た
し
て
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

初
め
て
管
理
職
に
昇
任
さ
れ
た
方
に

は
、
教
育
会
か
ら
記
念
品
を
送
り
ま
し

た
。

北
海
道

▲森

松
治

理

町
立
大
崎
小
長

48
K

稗
貫
隆
樹

理

東
川
高

長

49
S

緒
方

公

理
工

帯
広
三
条
高
頭

51
S

石
谷
克
彦

理
工

足
寄
高

頭

52
B

松
浦
重
一

理
工

下
川
商
高

頭

53
S

議
同
清
秀

工

札
幌
工
高

頭

54
K

竹
本
将
人

理
工

登
別
大
谷
高
長

57
B

佐
藤

学

理

室
蘭
栄
高

頭

58
k

菅
原
和
義

理

道
教
育
研
究
所
主

60
S

藤
井
勝
弘

理
工

宗
谷
教
育
局
主

60
S

三
条

渉

理

道
理
科
セ
ン
タ
ー

62
O

S

研
究
員

岩
手

▲鈴
木
勝
治

理

一
関
第
二
高
長

43
O

B

添
田
拓
雄

理

大
迫
高

長

46
B

千
葉

仁

理

杜
陵
高
宮
古
分
室
頭

54
S

中
川
勝
一

理

一
関
市
立
金
沢
小
長

45
K

高
橋
信
章

理

岩
泉
町
立
大
川
小
長

46
S

福
島

▲鈴
木

仁

理

郡
山
萌
世
高
長

50
S

青
田

誠

理

川
俣
町
立
山
木
屋

55
O

B

中

長

箭
内
三
紀
夫

理

西
郷
村
率
西
郷
第

56
B

二
中

長

茨
城

▲木
川
正
則

理
工
工

東
町
立
東
小
長

51
K

佐
川
康
二

理

総
和
町
立
下
辺
見
小

52
B

長

群
馬

▲辻
村
好
一

理

太
田
西
女
子
高

長

46
B

奈
良
正
幸

理

桐
生
女
子
高

頭

49
S

金
井

貢

理

安
中
高

頭

54
k

小
泉
清
貴

理

渋
皮
高

頭

49
S

中
澤

治

理

藤
岡
高

頭

55
S

大
塚
道
明

理
工

県
総
合
教
育
セ
ン

60
S

タ
ー

指
主

千
葉

▲北
島
一
雄

理

国
府
台
高
長

45
O

K

乙
部
修
清

理
工
Ｓ
浦
安
高

長

47東
京

▲黒
澤
真
木
夫

理
工
Ｓ
三
宅
高

長

52

北
原
都
美
子

理

私
立
千
代
田
女

46
S

子
学
園
中
高

副
校
長

小
萱

久

理

農
産
高

副
長

55
S

石
澤
友
康

理

私
立
東
洋
英
和
女
学

61
K

院
中
学
部

頭

神
奈
川

▲坂

裕
之

理

藤
沢
工
科
高
長

50
S

後
藤
伸
彰

理

多
摩
高

頭

53
S

大
野
田
文
吉

理

野
沢
北
高
頭

45
S

上
平
正
明

理

富
士
見
高

頭

48
K

尾
沢

学

理

上
伊
那
農
高

頭

53
S

静
岡

▲竹
下
一
志

5
6

理
工

細
江
町
立
中
川
小

S

頭
橋
本

武

理

海
南
高

長

45
O

S
小
嶋
雅
文

理

作
手
高

頭

47
K

山
内
悦
治

理
工

藤
岡
町
立
中
山
小

47
B

長

竹
内
眞
人

理

知
多
市
立
旭
東
小
頭

43
S

富
山

▲粟
原
正
嗣

理

新
湊
高

長

45
S

吉
本
久
信

理

朝
日
町
立
朝
日
中

50
O

S
長

辻
井
満
雄

理

新
湊
市
立
新
湊
西
部

52
S

中

長

小
川
悦
朗

理

富
山
教
育
事
務
所

46
O

S

所
長

京
都

▲原

純
夫

理

長
岡
市
立
第
二
中
頭

49
B

大
阪

▲野
村
利
夫

理

八
尾
高

長

45
S

岡
山

▲高
野

享

理
工

岡
山
市
立
山
南

51
S

中

頭

杉

聡
史

理
Ｓ
上
斎
原
村
立
上
斎
原

54

中

頭

荒
尾
真

理

岡
山
市
立
岡
北
中
頭

52
B

広
島

▲前

真
一
郎

理

加
計
高

頭

52
S

薄
井
光
二

理

私
立
呉
港
高
長

48
O

S

竹
内

修

理
工

広
島
市
教
育
委
員

55
S

会

指
主

常
広
健
治

理
工

県
教
育
委
員
会
指

61
S

導
課

指
主

福
岡

▲桑
田
厚
司

理

福
岡
工
高

頭

50
K

白
石
隆
佳

理

稲
築
志
耕
館
高
頭

51
O

S

新
飼
友
一

理

伝
習
館
高

頭

54
O

B

松
崎

貢

理

久
留
米
市

54
K

教
育
委
員
会
指
主

山
崎
満
司

理

志
摩
中

頭

52
S

佐
々
木
正
彦

理
工

南
陵
中

頭

54
S

▲

熊
本

桑
崎

剛

理

熊
本
市
東
部
中
頭

56
S

鹿
児
島

▲宇
都

毅

理

坂
元
中

長

43
O

S

石
塚

寛

理

甲
南
高

頭

50
B

神
園
良
和

理

立
神
中

頭

58
B

堀
ノ
内
昭
二

理

舞
鶴
中

59
K

編
集
後
記

教
育
会
が
活
性
化
す
る
よ
う
編
集
委
員

会
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員
長

瀧
上
文
雄（

）

51C
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東京理科大学教育会 支部別管理職者数及び会費納入者数

管理職者数 会費納入者数

年 度県名 高 高 中 中 小 小 行 私 長 合

長 頭 長 頭 長 頭 政 頭 計 15 16 17 18 19

北海道 4 6 1 3 1 15
青森 2 2 1 1
岩手 2 3 5 2 1 1 14 32
宮城 1 3 4 14 15 4 3 1
秋田 1 1 6 2 5 15 19 20
山形 2 3 1 6※
福島 3 9 1 1 14
茨城 2 4 2 3 6 1 18 17 3 1
栃木※ 1 2 2 5 1 1 2 1 15
群馬 2 6 1 9
埼玉※ 10 10 4 4 2 3 7 40 30 4
千葉 8 8 1
東京 10 21 36 60 3 15 20 165 80 34 7 4 1
神奈川 12 18 6 4 40 74 8 1
山梨※ 1 1 1 1 1 5
長野 2 8 10 1
静岡 3 1 5 5 2 2 2 20 25 5
愛知 2 1 1 1 1 1 7 2 2
岐阜※ 2 2 1 1
三重※ 1 1 2 1 1
新潟※ 4 6 9 13 2 6 2 42 2 1
富山 1 1 2 1 5 12
石川※ 1 1 2
福井※ 1 1
志賀※ 1 1
京都 1 2 3 1
大阪 2 2 6 5
兵庫※ 1 1 16 6 1
奈良 1 1 2 5
和歌山※ 1 1
鳥取※ 0 4 1
島根※ 0
岡山 2 4 2 8 3 1
広島 1 3 3 1 5 3 16 42 5
山口※ 1 1 2 1 5 2 1
徳島※ 3 1 4
香川※ 1 1 1 3 3 3
愛媛 1 1 2 2 6 1 1
高知※ 1 2 1 3 2 9 1 1
福岡 4 2 1 7 3
佐賀 1 1 1 1
長崎※ 1 4 1 6 2
熊本 1 1
大分 0 1

宮崎 1 1※
鹿児島 1 1 1 2 5 1 1
沖縄 0 1 1
合計 78 112 74 124 17 24 76 38 543 403 124 14 7 2

※のついた支部は、平成１ ６年度の調査で 、報告がなかったので、 平成 16年 3月 31日現在の
前年度までの報告をそのまま掲載してある。 集計である。


